
＜NPO法人等の非農家等との連携を目標としている事例＞

○小学校と連携した農業体験学習の実施

１．集落協定の概要

市町村･協定名 北海道石狩市 別 狩・下発足地区集落組合
いしかりし べつかり しもはつたりちくしゆうらくくみあい

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
85ha 米･麦･ソバ･その他

交 付 金 額 個人配分分 50％
679万円 共同取組活動分 農用地に関する事項（法面管理等） 11％

（50％） 水路・農道等の管理 27％
多面的機能を増進する活動（集会所周辺の美化清掃） 1％
農用地等保全体制整備（マップ作成・鳥獣害対策） 1％
農業生産活動の継続に向けた活動（担い手育成・体験学習） 1％
その他の活動（役員報酬・事務費等） 8％

協定参加者 農業者11人 、水利組合3（構成員19人）

２．取組に至る経緯

当集落では水稲主体の農業経営を営んでいるが、米価の低迷による兼業化や米の生産調

整、農業者の高齢化により、今後、耕作放棄地の広がりが懸念される。そこで、農業者全

体で農地の在り方について話し合い、適地適作品目の検討、機械・農作業の共同化・農作

業の受委託等を行い、農地の保全とその有効利用を図るための活動を行うこととした。

３．取組の内容

【農業生産活動等】

◆畦・農地内の雑草刈り作業

◆融雪剤散布機購入の積立

◆共同利用機械の補修

◆集落内の水路清掃作業・用水路補修 集落内の共同用水草刈り作業

◆農道の草刈り作業

◆共同用水保全活動（３水利組合への委託）

◆集会所周辺の美化・清掃作業

【農業生産活動等の体制整備】

◆農用地等保全マップの作成

◆鳥獣害防止対策（アライグマ捕獲罠の設置）

◆小学校と連携した農業体験学習の実施 集会所周辺の草刈り作業

農業体験学習①（田植え） 農業体験学習②（稲刈り） 農業体験学習③（籾すり）



［集落の将来像］
当集落では、農業者の高齢化などにより、今後、耕作放棄地の広がりが懸念されることから、担い

手を柱とした農業生産活動等の体制整備を図る。

［将来像を実現するための活動目標］
○集落において適作品目の検討
○農業機械・農作業の共同化や作業受委託（効率的な生産体制確立）
○集落での話し合いを活発化し集落機能を高める（集落内農地の保全）
○集落組合を中心とした農業生産基盤の維持管理

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作管理（田85ha） 農村景観の整備 農用地等保全体制整備
集会所周辺の美化・清掃 ・農用地保全マップ作成

個別対応 ・草刈清掃作業（年2回）
共同取組活動

共同取組活動
水路・農道の管理
・水路清掃草刈（年5回） 鳥獣害防止対策
・農道草刈 （年2回） ・アニマルトラップ設置

（アライグマ駆除）
共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期点検
（随時） 学校教育との連携 担い手への農作業受委託

・農業体験学習の実施 ・そばの収穫･乾燥･調整
共同取組活動 （田植え、稲刈り等） （目標10ha）

共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

共同取組活動を通じて、集落全体で守るべき農用地に対する共通認識が生まれると

ともに、農村景観の整備向上及び多面的機能の増進が図られた。

また、学校教育との連携により、食と農業に対する地域の子どもたちの理解が一層

深まってきている。

今後は、将来的な担い手の育成が課題であり、後継者の確保に向けた継続的な取組

が必要である。

［平成21年度までの主な成果］
○担い手への農作業受委託（そばの作業受委託）
・H21目標：協定農用地面積の10％以上の農作業受委託実施
・当初：0.0 ha 目標：10.0 ha（11.5％） H21実績：10.8 ha（12.4％）

○生産基盤の維持管理（用水路の維持管理）
・3水利組合への継続的な委託管理実施


